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Ｐ３…………商業部会・工業部会TOPICS
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Ｐ８…………最低賃金改正のお知らせ、新会員紹介他

広
報
委
員  

武
内 

正
人

①東和の秋まつり　②青年部「サンタの宅配」
出発式　③商業部会「地区親善グラウンドゴル
フ大会」

～ コロナ禍の中、　　　　　　　　　　
　　　３年ぶりに開催した商工会事業 ～
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
昨
年
も
お
祭

り
や
各
種
行
事
の
縮
小
、
中
止
が
続

く
等
、
地
域
の
経
済
は
益
々
疲
弊
し

我
々
商
工
業
者
に
と
っ
て
も
大
変
厳

し
い
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
中
、
昨
年
の
Ｗ
杯
カ
タ
ー
ル
大

会
で
の
日
本
チ
ー
ム
の
活
躍
に
は
驚

き
ま
し
た
。
強
豪
を
撃
破
し
喜
び
に

沸
く
選
手
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
姿
は
正

に
「
ド
ー
ハ
の
歓
喜
」
日
本
中
に
明

る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
駆
け
巡
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
皆
様
は
〝
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
〞
の
準
備
は
進
ん
で
い
る
で
し
ょ

う
か
？
特
に
売
上
高
一
千
万
円
未
満

の
事
業
者
に
と
っ
て
は
死
活
問
題
と

な
る
た
め
早
期
の
検
討
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
商
工
会
で
は
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設
し
ま

し
た
。
経
営
支
援
・
イ
ベ
ン
ト
等
の

情
報
を
発
信
し
て
参
り
ま
す
の
で
是

非
、
友
だ
ち
登
録
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

結
び
に
新
年
が
皆
様
に
と
っ
て
商

売
繁
盛
と
な
る
よ
う
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

令和５年１月１日現在会員数　755名

■ 中田本所　会員数　303名
登米市中田町上沼字西桜場18
TEL 0220-34-3255/FAX 0220-34-3261
メールアドレス　nakada@poplar.ocn.ne.jp

■ 登米支所　会員数　183名
登米市登米町寺池桜小路77－２
TEL 0220-52-2259/FAX 0220-53-1131
メールアドレス　toyomas@rose.ocn.ne.jp

■ 東和支所　会員数　142名
登米市東和町米川字六反55－１（登米市東和総合支所内）
TEL 0220-45-2121/FAX 0220-45-2122
メールアドレス　thotaru@cocoa.ocn.ne.jp

■ 津山支所　会員数　127名
登米市津山町柳津字本町107－１
TEL 0225-68-2443/FAX 0225-68-2447
メールアドレス　tsuyama@axel.ocn.ne.jp

HPアドレス　https://miya-kita.jp
最新の経営支援情報・お知らせはWebをチェック！

みやぎ北上商工会 検　索

地域別最低賃金

効力発生日：令和４年10月１日

時間額

宮城県最低賃金 883円

【
広
報
委
員
会
】

　

委
員
長　

髙
橋　

平
克（
津
山
）

　

副
委
員
長　

武
内　

正
人（
中
田
）

　

委　
　

員　

田
辺　

治
通（
登
米
）

　

委　
　

員　

大
山　

敏
幸（
東
和
）

　商工会では経営支援情報、イベント情報な
どを発信するツールとしてＬＩＮＥ公式アカウン
トを開設しました。補助金やセミナー、経営に
関する情報のほか、イベントや商工会の活動状
況等を配信する予定です。是非、下記により
“友だち”登録をお願いします。

◆ＱＲコードを読みとって追加
ＬＩＮＥアプリの「友だち追加」→「ＱＲコー
ド」でＱＲコードを撮影し、登録してください。

◆ＩＤ検索から追加
ＬＩＮＥアプリの「友だち追加」→「検索」で
「@757duwmq」と入力し、登録してください。

新
会
員
の
紹
介

（
令
和
四
年
五
月
一
日
〜
七
月
理
事
会
承
認
分
）

【
支
部
名
　
　
屋
号
　
　
代
表
者（
敬
称
略
）】

◆
中
田
支
部

・
ソ
ワ
レ　
　
　
　
　
　
　
　

唐　

橋　

ち
え
子

・
Ｎ
Ｔ
オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス　
　

佐　

藤　

良　

文

・
㈲
香
河　
　
　
　
　
　
　
　

野　

家　
　
　

源

・
カ
ラ
オ
ケ
喫
茶
は
し
も
と　

境　
　
　
　
　

洋

・
㈱
石
ノ
森
農
場　
　
　
　
　

山　

内　

健
太
郎

◆
登
米
支
部

・
芳
賀
果
樹
園　
　
　
　
　
　

芳　

賀　

秀　

二

◆
東
和
支
部

・
沼
倉
工
務
店　
　
　
　
　
　

沼　

倉　

昭　

浩

・
ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
フ
ォ
ー
レ
ス
ト　

佐　

藤　

政　

江

①① ②②
③③

宮城県最低賃金改正のお知らせ

友だち募集中!!

みやぎ北上商工会公式ＬＩＮＥアカウント

　「登米市ときめき生活応援商品券」の使用
期間は１２月３１日（土）を以って終了いたしま
した。取扱店の皆様がお持ちの商品券の換金
は下記が最終となりますのでご注意ください。

最終受付日
令和５年　１月１６日（月）

　※最終振込日は１月２５日（水）となります。
　※本所・各支所窓口で受付しております。

登米市ときめき生活応援商品券
換金期限のお知らせ

特定最低賃金

効力発生日：令和４年12月15日

効力発生日：令和４年12月15日

効力発生日：令和４年12月15日

お問合せ先：宮城労働局賃金室（☎ 022－299－8841）

時間額

①　鉄鋼業 983円

③　自動車小売業 946円

②　電子部品･デバイス･電子回
路､電気機械器具､情報通信機械
器具製造業

919円
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明

年
頭
の
ご
挨
拶

新
春
の
お
慶
び
を

　
　
申
し
上
げ
ま
す

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
五
年
の
新
春

を
迎
え
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

我
が
国
経
済
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
燃
料
・
原

材
料
の
供
給
制
約
に
影
響
さ
れ
な
が
ら
も
全
体
と
し
て
は
緩
や
か
な

回
復
基
調
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
私
共
、

中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
多
く
は
変
動
す
る
国
際
情
勢
や
円
安
に

伴
う
コ
ス
ト
の
上
昇
に
人
手
不
足
、
最
低
賃
金
引
上
げ
、
終
息
が
み

え
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
な
ど
が
続
き
不
安
な

日
々
を
過
ご
し
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
昨
年
の
当
商
工
会
は
国
や
登
米
市
な
ど
が

行
う
コ
ロ
ナ
関
連
支
援
施
策
の
情
報
提
供
と
活
用
サ
ポ
ー
ト
に

務
め
、
巡
回
訪
問
や
窓
口
相
談
、
普
及
チ
ラ
シ
の
活
用
な
ど
に
よ
り

支
援
施
策
の
活
用
を
促
し
、
厳
し
い
経
営
状
況
を
乗
り
切
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
支
援
し
て
参
り
ま
し
た
。
特
に
国
の
事
業
復
活
支
援
金

に
お
い
て
は
会
員
・
非
会
員
を
問
わ
ず
相
談
い
た
だ
け
る
体
制
を

整
備
し
事
業
の
回
復
・
継
続
を
後
押
し
し
て
参
り
ま
し
た
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し
い
経
営
環
境
に
お
か
れ
る
中
、
新
た
な
需
要
の
開

拓
に
よ
り
売
上
向
上
に
寄
与
す
る
た
め
食
料
品
等
製
造
業
者
を
支
援

対
象
と
し
た
「
と
め
チ
ャ
レ
ン
ジ
個
別
商
談
会
」
を
開
催
し
販
路
開

拓
に
取
り
組
む
事
業
者
を
専
門
家
と
と
も
に
支
援
し
て
参
り
ま
し

た
。
更
に
は
経
営
者
の
高
齢
化
・
後
継
者
不
足
等
を
背
景
と

し
た
事
業
承
継
の
課
題
に
対
し
て
は
宮
城
県
事
業
承
継
・

引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
個
別
相
談
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
地
域
に
お
い
て
雇
用
な
ど
経
済
活
動
は
も
と
よ

り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
等
に
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
事
業
承
継
へ
の
課
題
は
地
域
活
力

の
維
持
に
大
き
く
関
わ
る
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
継
続
し
て

支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
の
経
済
・
雇
用
を
支
え
る
会
員
事
業
所
を
は
じ
め
と

し
た
中
小
・
小
規
模
事
業
者
は
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復
や

円
安
、
物
価
高
、
燃
料
高
騰
に
よ
り
先
行
き
が
不
透
明
な

中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
再
拡
大
、
Ｄ
Ｘ
等
の

事
業
環
境
の
変
化
、
働
き
方
改
革
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入

な
ど
様
々
な
課
題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
当
商
工
会
で
は

引
き
続
き
身
近
な
相
談
所
と
し
て
、
金
融
・
税
務
・
労
務

相
談
に
加
え
販
路
開
拓
・
生
産
性
向
上
支
援
、
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
を
見
据
え
た
事
業
計
画
策
定
支
援
な
ど
伴
走
型
支
援
の

展
開
と
関
係
支
援
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し
た

各
種
経
営
支
援
、
賑
わ
い
の
創
出
を
目
指
し
た
地
域
振
興
に

努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
何
卒
、
会
員
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
一
日
も
早
い
終
息
と

会
員
皆
様
の
事
業
発
展
、
関
係
各
位
に
と
っ
て
実
り
大
き

一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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⑶　第36号 令和５年１月１日 第36号　⑵令和５年１月１日

み
や
ぎ
北
上
商
工
会
役
員
一
同【集合写真（ニッカウヰスキー仙台工場にて）】 【蒸留棟内を視察】

み
や
ぎ
北
上
商
工
会

　
会
　
長

熊
谷
　
　
毅

商業部会・工業部会　ＴＯＰＩＣＳ

　去る１１月２８日（月）、工業部会では、部会員の見聞並びに、親睦を深めることを目的に、実に３年
ぶりに視察研修を開催しました。
　今年度は、コロナ禍の中でも視察を受け入れていただいた「ニッカウヰスキー仙台工場」へ伺い、ウイ
スキー製造に懸ける理念や製造工程について視察を行いました。
　近年は感染症の流行や国際情勢の変化により、我々の生活環境も大きく変化してきている中で、数年後
の中長期的な目線で生産・管理する未来を見据えた経営を学び、出席された経営者の意識醸成につながり
ました。
　また、当日出席者８名の内、初めて研修事業に参加する方や若手後継者の方にも参加いただき、各々の
業界の近況等について意見交換を行い、新たな交流が生まれ人脈形成にもつながる等、大変有意義な研修
になりました。

～　視察研修（仙台方面）を開催　～

　商業部会では自社の販売促進や販路開拓に役立てていただくとともに、新型コロナウイルスの影響によ
る顧客との接点も非接触のニーズが高まっていると考えられることから１０月１４日（金）・１１月１８
日（金）の２回講座により中田本所・登米支所を会場に「ＬＩＮＥ活用セミナー」を開催し、１２名に参
加いただきました。
　講師には宮城県よろず支援拠点のＩＴコーディネータ 木村 俊一 氏を招き、国内利用者が９，２００万
人にのぼるというＬＩＮＥを上手に商売に活かす手法に関して講義をいただきました。
　１日目の講義では「ＬＩＮＥ公式アカウントで何ができるのか？」を学び、参加者が持参したスマート
フォンやタブレットにより実際に自社の公式アカウントを作成しました。参加者には商売にＬＩＮＥを
活用している方はいないようでしたが、家族間との連絡手段などで頻繁にＬＩＮＥを活用しているためか
比較的スムーズに公式アカウントを作成されていました。２日目の講義ではＬＩＮＥ公式アカウントを
活用してリピート率を高めるため、リッチメニュー機能、
スタンプカード機能等について学びました。「売上全体の
８０％はリピーターが作り出す」といわれ「如何にリピート率
を高めるかが売上アップには欠かせない」との説明があり、
参加者からは「ＬＩＮＥだけで色んなことができる・・」
「リピーター確保の大切さ、難しさを痛感した・・」等の声
がありました。受講者の中には早速、自社のＬＩＮＥ公式
アカウントで情報発信に取り組む方もみられており、ＩＴ・
アフターコロナ時代を勝ち抜く一つの術として今後も有効に
ＬＩＮＥを活用いただきたいと思います。

～　LINE活用セミナーを開催しました　～

【セミナーの様子（中田本所）】

商業部会

工業部会
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令和４年度制度改正等の課題解決環境整備事業 青年部・女性部TOPICS

第２２回
「サンタの宅配」事業

　１２月２４日（土）「サンタの宅配」事業を実施し
ました。３年ぶりの開催となり今年で２２回目を迎
える青年部活動の一大イベントです。サンタに扮し
た青年部員が、当日宅配先でお預かりしたクリスマ
スプレゼントをお届けしました。宅配先の子供はサ
ンタの訪問に笑顔を浮かべ、大喜びでプレゼント
を受け取っていました。

　１１月２日（水）～３日（木）の日程で視察研修を
実施しました。最上町では重要文化財に登録され
松尾芭蕉ゆかりの宿であったとされる「封人の家」
と水脈が日本海と太平洋に分かれる地点となって
いる「堺田分水嶺」の視察を行い、鳴子では紅葉
シーズンで多くの観光客で賑わう「鳴子峡」を観
光しました。新型コロナの影響が続く中３年ぶり
の実施となり、部員間の交流を深める貴重な時間
となりました。

「視察研修」
山形県最上町・宮城県大崎市鳴子

青年部 青年部

女性部講演会開催
「相手も自分も笑顔になる！人の心をつかむ5つのルール」

　１２月１３日(火)中田農村環境改善センターにお
いて、コーチング研修会社ドリームフィールド代表
阿部侑生先生を招き、講話を頂きました。相手の心
を読み取る「おもいやりゲーム」から始まり、人の
心をつかむ「5つのルール」を楽しく学び、出席者全
員が笑顔になる講演会でした。
　学んだ事を活かし、これからも、溢れる笑顔の輪
を広げて行きたいと思います。

　「商工会女性部全国大会inみやぎ」が仙台国際
センターで開催され、大会翌日の１０月２５日(水)
沖縄県商工会女性部員５０名が、登米町を訪れま
した。部員２０名で歓迎し、短い時間でしたが、
部員同士の交流を図ることができ、全国大会も
含めて、今後の女性部活動に活かせる貴重な経験
となりました。

沖縄県商工会女性部員を「おもてなし」

女性部 女性部

　２０１９年４月より働き方改革の段階的施行が開始され、２０２２年（令和４年）１０月からは育児・介
護休業法が改正となりました。また、コロナ禍においてはデジタル化・オンライン化の波が急速に広がり、
ますます多様な働き方への対応を迫られています。このような労務課題に対応するため、社会保険労務士・
精神保険福祉士の赤澤将先生を講師に「労務管理セミナー」を１１月２５日（金）に開催しました。
　セミナーでは、働き方改革の全体像と労務
管理を行う上でのポイントや考え方、育児・
介護休業法の改正点と規定対応、パワーハラ
スメントへの対応について講義いただき、理
解を深めました。

　分析結果を基に、今後の経営計画策定や補助金の活用へ繋げ、事業者
の皆様の持続的発展を支援します。
　現状の経営環境を打開していくために最初の一歩を踏み出したい方や
販路開拓に興味がある方、補助金活用に興味がある方など、皆様からの
相談をお待ちしております。

労 務 管 理 セ ミ ナ ー
－働き方改革関連法と対応のポイント－

～ 商工会が貴社の経営分析のお手伝いをします ～

　会員事業所をはじめ小規模事業者等の需要開拓を支援することを目的に経営発達支援事業の一環として、
１１月１６日（水）に中田本所において「とめチャレンジ個別商談会」を開催しました。今年度はこれまで
に商談会への参加経験がない、または少ない事業者を支援対象に参加者を募集したところ４社に参加申込を
頂き、うち３社は初めて商談会に参加する事業所となりました。
　商談会のコーディネーターには販路開拓支援の経験が豊富で様々な業界に精通する専門家である仙台市の 
Ｍ’s 代表 遠藤 光好 氏を招き、事前にバイヤーとの商談に際しての心構えや準備、新たな取引を開始する
うえでの商品の改善点などを指導いただき個別商談会当日に臨みました。
　当日は土産店や弁当の製造販売等を展開する㈲新杵屋（本社：山形県）担当バイヤーを招聘し個別商談を
実施。参加者は戸惑いながらも熱心に自社商品のＰ
Ｒを行い、バイヤーからは取引形態の確認、消費者
目線での商品づくり等に関して助言があり、成約に
向けた見積依頼を受ける等の成果もみられました。
　商工会では商談後も商品ブラッシュアップや継続
商談のためのフォローアップ支援を専門家と連携し
て実施していくこととしており、参加事業所へ伴走
支援を行うことで販路開拓を後押しして参ります。

§ とめチャレンジ個別商談会を開催 §

経営分析してみませんか？ 随時受付中

【自社商品をＰＲする参加者】

【講師と会場（中田・登米）をオンラインでつなぎ受講】

相談無料



日　時　　２月２４日（金）13：00～16：00
　　　　　３月　６日（月）10：00～16：00
　　　　　３月１３日（金）10：00～16：00
場　所　　みやぎ北上商工会中田本所
講　師　　青山　孝　税理士

《中田地区》 ☎ ０２２０－３４－３２５５
日　時　　２月２４日（金）13：00～16：00
　　　　　３月　３日（金）10：00～16：00
　　　　　３月１３日（月）10：00～16：00
場　所　　みやぎ北上商工会登米支所
講　師　　佐藤　市郎　税理士

《登米地区》 ☎ ０２２０－５２－２２５９

日　時　　２月２４日（金）13：00～16：00
　　　　　３月　３日（金）10：00～16：00
　　　　　３月１３日（月）10：00～16：00
場　所　　みやぎ北上商工会東和支所
講　師　　菅原　幸生　税理士

 《東和地区》 ☎ ０２２０－４５－２１２１
日　時　　２月２７日（月）13：15～16：15
　　　　　３月　７日（火）10：00～16：00
　　　　　３月１３日（月）10：00～16：00
場　所　　みやぎ北上商工会津山支所
講　師　　及川　富男　税理士

《津山地区》 ☎ ０２２５－６８－２４４３

令和４年分
所得税・消費税確定申告　個別相談会のご案内

⑺　第36号 令和５年１月１日 第36号　⑹令和５年１月１日

　東北税理士会宮城県北支部所属税理士による個別相談会を下記にて開催いたします。

＜申込方法＞
事前予約制です。所属する地区の商工会各支所へ電話にてご予約下さい。

＜持参するもの＞
◎令和４年分確定申告のお知らせはがき
◎令和４年分帳簿関係（出納簿、総勘定元帳等）
◎令和２年、令和３年の所得税青色申告決算書控え・確定申告書控え
◎令和４年分の生命保険・介護保険・個人年金控除証明書、地震保険料控除証明書、小規模企業共済
　掛金証明書
◎令和４年分社会保険料(国民年金保険料、国民健康保険料等)控除証明書
◎医療費控除を適用される方は控除対象領収書、または、医療費通知書
　※領収書を個人・病院別に集計し、保険等で補てんされた金額が明示された書類をご持参下さい。
◎その他に収入のある場合は金額のわかるもの(源泉徴収票等)

＜日時・場所＞

※新型コロナウイルス感染症対策のため、当日はマスク着用にご協力下さい。

　“インボイス制度”を知っているという方は多いようですが、まだまだ
具体的に制度が周知徹底されていないため、誤った知識や情報で認知して
しまう方も多いようです。当会及び各町青色申告会では、１１月の４日
間、４地区を会場に先ずはインボイス制度の正しい知識を知っていただ
き、早めの対策を検討いただくことを目的に「インボイス制度説明会」を
開催しました。当日は佐沼税務署の担当者を講師に迎え、４地区合計で５
８名が受講し、消費税の基本的な仕組みや制度内容、留意点等について説
明がありました。質疑応答では参加者から登録申請方法や、自社の取引を
想定した具体的な質問が挙がるなど、制度を理解するうえで有意義な説明
会となりました。

・自社がインボイス（適格請求
書）を発行しないと、取引先が
納める消費税額が増える可能性
がある。
・自社が課税事業者にならなけれ
ばインボイスは発行できない。
・インボイス発行事業者になるか
どうかは任意である。
・取引相手が一般消費者のみ（領
収書を必要としない）の場合は
基本的に登録申請不要である。
・インボイス発行事業者になるた
めには税務署への登録が必要で
ある。

インボイス制度説明会を開催しました

～インボイス制度の　　　
　　　　　主なポイント～

インボイス制度が始まります！
（令和５年１０月１日開始予定です。登録申請は既に始まっています。）

※制度の詳細は税務署もしくは商工会各支所にお問い合わせください。


